
身体接触を伴なう人間関係促進の一技法

(改訂増補)

畠瀬 稔

人間関係研究会資料 .No. 1 





改訂増補にあたり

1970年の夏季ワータシ田，プで始めてこの技法を紹介した時には，果たしてこの技法が日本人

にす分受け入れられ歓迎されるかどうかについて一味の疑問をも q ていた。しかし，回を重ねる毎

にこの技法は思わぬ好評をもって受けとられ，各地のエンカウ γター・グループでも使用されてい

るようであるし，私たちのワータシ冒，プでも欠かせないプログラムのひとつとなってしま q た。

この小冊子を求める声が多いのに勇気づけられ，増刷に際して初版のままのものを第 1部とし，

第2部に 10課題を増補し，第3部としてこの技法の利用について一言した。

私自身も初版前がきに書いてあるような蝿障は消し飛んで，むしろこの技法を積極的に利用する

方向へとさえ動いている。

多くの利用者の方々の御意見を聞きながら次の改訂の際には，更に充実したものへと前進させた

い考えである。

1972年 6月 17日

畠瀬 稔
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初版前がき

こ之に紹介する技法は，現在アメロカにおいてエンカウγター・グループやhumanpotential 

movementのひとつとしてよく行なわれているものである。これは，また，企業や団体などのよ

うな大集団の人間関係を短時間の中に促進する方法としても使われている。例えば， American 

Association for Ht1manist ic Psychologyの1968年度年次大会の前夜， 350人の会員

を一堂に集めて，これに似た方法が試みられ，その後に続く 2日聞のプログラムをよりヒ晶ーマ γ

で自由な対話を行なえる場とすることに成功したと言われる。また，大学新入生に対する長々と続

くオリエンテーシ司ンの代りにこのような方法を試み，より実質的なオロエンテーシ司 γに成功し

たという話も聞いた。さらに，暗礁に乗りあげて，動きのとれなくなったェ γヵゥ γター・グルー

プにこの方法を適用し，再び自由な表現が行き愛されるグループになった，という話も聞いた。

しかし，私個人は，この方法はやや表面的技術に走り過ぎ，エンカウンター・グループにおいて

求められる真実の相互理解と信頼という観点からすれば，やや物足らないという感想をもっている。

それでも利用の仕方次第では非常に有効な方法であることを，私自身が何度も経験してきた。特に，

多人数の者が集まったワークショヲプにおいて，この方法を数時間経験することによって，お互い

の親密度や自由な開放的表現が，急速に促進されることを経験してきた。これは，アメリカにおい

てもそうであったし，日本においてもそうであった。

ここでは，この技法のごく一部を第 1課題から第 13課題に至るひとつの展開として配列してみ

た。この配列の方針は， 2人だけの接触課題を可成り多くとっている。これは，ワークシ耳ヲプの

比較的初期に行なうものとして，特にまだ開放的になれない人々を意識して配列したものである。

また，日本人にはできるだけ 2人だけの接触課題を多くした方が，後に続くグループ経験をより促

進できるのではないかと考えたことにもよっている。従って，この技法を利用される場合には，対

象に応じてさまざまな variationを考えられるようにおすすめしたい。また，この種の方法は体

育やダンスやその他日常の生活場面のいろんな場面からヒントを得て，次々と variationを考え

出せるものであろう。

なお，記入した時間通りに行なえば，全日課題を完了するのに 180分 (3時間)を必要とする。

1971年 1月10日

畠瀬 稔

実施前のインストラクション

まず最初，前後左右とも見知らぬ人と並んで腰を下ろして貰う。知らない人と並んで，これから

行なう一連の経験を試みるほど，自由に振るまえ，偏見なしに相手と関わり合い，自己及び他人へ

の新しい理解を得る機会となるかも知れない。また，これから行なう方法は，やや技工的に過ぎる
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かも知れない。しかし，好むと好まぎるとを問わず，すなおにこの方法を経験して見ることが，こ

の方法の長所と短所を考える上で有利であるう。最初から批判的に，距離をおいて参加するほど，

この方法は意味をもたないであろう。

〔第 1 部〕

第 1 課題(自己紹介)

まず， 2人が 1組となる。そして，自己紹介を試みる。その仕方は自由であるが，できるだけ形

式ばらず，より人間的なコミ晶ユケーションであって欲しい。 (5分)

第 2 課題 (身体的自己覚知)

1人ずつ床へ寝る。眼を閉じる。全身の力を抜く。頭の先から順次下部の方へ力を移動させてみ

る。力の移動がよく感じられるであろうか? 自分の思うところに力をとどめることができるであ

ろうか?

その後で，組をくんだ相手とこの経験について話し合う。(10分)

第 3 課題 (2人の倒し合い

① その2人が 1組になり，一方が他方を床に倒す。倒し方は自由であるが，周囲および相手に傷

害を与えぬようにすること。

② 今度はその反対。(まだ倒されない人が，倒される番になるCJ

@ 感想を話し合う。自分が倒れる過程で感じた経験，相手を倒す過程で感じた自己，さらに相手

に対する感想などを自由に話し合う。 (5分)

第 4 課題(自由 連 想 )

もう一度，仰向けに寝て，楽な姿勢をとる。眼をつむる。肩や筋肉の力を抜く。すると自然に自

分の頭の中に何らかの連想が湧くであろう。その連想は何であってもよい。その連想の浮かぶがま

まにしておいてみる。これを自由連想という。ふと浮かんだ連想や観念を自分の意志で統制したり

理性で判断したりしようとせず，浮かぶがまま，流れるがままに任せておいてみる。 (5分〉
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(しばらく後に)2人組の相手と，今の連想をありのままに話し合ってみる。連想の中には，耳む

ずかしいこと，言いにくいこと， l:てつもないととなどがあるにちがいない。それで，防衛したい

ことを無理に話さなくてもよい。しかし，ありのままむ話せるほど人間関係は開放的になり，お互

いの関係は促進されて行くのではなかろうか? また，恥ずかしいと思っていること，とてつもな

いことと考えている内容も，案外人間的なものではなかろうか?

また，このような時の聞き手の態度も重要な影響を及ぽす。相手の立場から理解し，評価ぬきの

理解を示せば示すほど，話し手も聞き手を信顧して話すようになるであろう。道徳的な観点からの

批判や客観的な評価の感情が話し手に伝わるほど，話し手は自由にありのままを話せなくなるであ

ろう。

では，お互いに自由連想の内容を話L合ってみよう。{lO分}

第 5 課 題 但想の自己と最悪の自己の対話〉

もう一度伸向付に寝て楽な姿勢をとり，眼を静かに閉じる。肩や筋肉の力を按〈。

① まず，自分の最も好きな理想的状態を空想する。 (3分}

@次に，最も雄なこと，最悪の状態を空想する。 (3分〉

@最後に，今空想した“理想"と“最悪"を対話させてみる。 (4分〉

さて，この空想した内容と空想状態において経験した感情や自己理解を，できるだけ鮮明に， リ

アルに伝えて欲しい。それが Fアルであるほど相手はあなたの表現すること均気聖解できるであろう。

抽象的であるほど相手には伝わらないであろう。(10分〉

第 6 課題 (2人の聞のフィードパリ)

その2人が座ったまま足を投げだして背中合わせになる。そして，これまでの聞に感じてきた相

手に対する感情，現在その相手に感じつつある感情をできるだけ話してみる。また，自分について

現在感じつつあることも話してみる。そして，お互いにフィードパヲタをし合ってみる。

これは大変むずかしいことかも知れない。できるだけ試みて欲しいが無理はしなくてもよい。た

だし，ありのままに話せるほどお互いの人間関係は進展して行くであろう。そして，相手に対する

感情を表明することは，時として自分の感じ方，外面的見方，偏見を表現することにもなる。それ

を恐れてはならない。何故なら，自己の偏見を表明し，相手からのフィードパヲグをえて訂正する

ことは，よりよく自己を理解し，相手への正しい理解を促進する道であるから。

では，できるだけオープγにフ 4ードパ?クをし合って下さい。(10分)
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第 7 課 題 (4人の倒し合い)

今度は4人が1組になる。(今までの 1組と，できるだけお互いに知らぬ 1組が一緒になって 4

人1組を作ることができれば理想的である。)そして， 3人が協力して 1人を倒して欲しい。順次に

1人ずつを 3人協力して倒し，その後で4人がお互い同志に感じつつあることを話し合う。(10分)

第 8 謀題 (8人のミィーティング)

次は 8人が 1組になる。 8人で円をつくり，お互いの肩がすれ合うほどできるだけ小さな円にな

る。そして 5分間のミィーティングをして欲しい。この間に次の 2つのことをして貰う。

① お互いがまだ知らない名前の人がいたら，その人の前に行って自分の名前を言い，相手の名前

を聞いて下さい。

② 今あなたは何を感じつつあるか? その感じつつあるものをグループの人たちへ伝えて下さい。

(5分後に)恐らく自分の現在の感情(気持)を相手に伝えることがいかにむずかしいかを経験

されたにちがいない。世間話とか，過去の経験などのように，客観的なことなら話しやすいこと

に気づくであろう。ある人たちにとっては， “今感じていることを話す"というのは，一体どう

いうことなのか，それさえはっきりしない人もおられるであろう。

まず，現在，あなたの心の中で何が起こっているか， ということに耳を傾け，そのありのままを

話して下さい。今，こうやっていることを恐ろしがっている人もいるであろうし，次に何が起こる

のか興味をもって待っておられる人もいるであろう。何があなたの中に起こっていようとも，グルー

プの人にありのままにそれを伝えるように努めてみて下さい。

さあ，今度はもう一度 10分間のミィーティングを試みて下さい。(10分間)

第 9 課題 (Get in) 

円周を作ったままにする。そして 1人ずつ順番に円周の外に出て，何とかして円周の中に入る

ことを試みる。円周に残っている人たちは，入らせないように守るのが課題である。この活動は激

しい運動を必要とするので，医学的理由で心配のある人はやめて欲しい。

一通り終った後で，今の経験を率直に話し合ってみる。このような経験を通して感ずる自己，対

人関係，グループに対する態度など，さまざまなことを感じるのではないであろうか? (15分)

第 10課題 (円周の中心で倒れる)

これは信頼感を身体的に表現する方法である。立って円周を作る。 1人ずつ順次に円の中心に入

る。真中に入った 1人は，眼を閉じてできるだけくつろぎ，そのままグループの人の腕の中へ倒れ
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て下さい。そして，皆にパスされるままに自分を任せて下さい。

グループの人たちは，ある人は長<，他の人は短くパスしてもよろしい。パスされる人は限を閉

‘じ，できる限りくつろいで下さい。

一通り終った後で，今の経験とそこで起こりつつある自分の感情について話し合ってみる。自分

は十分くつろいでグループヘ信頼できたであろうか? グループ・メンパ『として自分はどのよう

に信績に応じたであろうか? (20分)

第 11 課題 (グループ全員でもちあげる)

今度は 1人ずつをグループ全員が協力してもちあげることを課題とする。 1人ずつ順番に皆の前

に横たわり，くつろいだ気持になって眼をつむって下さい。グループの人たちは協力し合ってその

人をもちあげる。

もちあげた人たちも，もちあげられた人たちも，その過程でさまざまなことを感ずるにちがいな

い。全員これを経験した後で，そこで感じていることをお互いにフィードパ?クし合って欲しい。

(20分)

第 12課題何能性の探求)

今度は，可能性を最大限に探求することを実醸してみる。みんな限を閉じて欲しい。どんなこと

があっても限を聞いてはならない。そして，手さぐりで自分の行動範囲をできるだけ鉱大してごら

んなさい。この部屋の中でならば，どのように動き廻ってもよい。各自が創造的な仕方で自分の可

能性を拡大してみて欲しい。 (5分)

その後で，今先のグループにもどって今の経験を通して感じた自分自身について話し，グループ・

メンバーからのフィードパヲクを受ける。(10分)

第 13課題 偲と眼のコミユユケーション)

最後の課題。 2グループに分れ， 1列ずつ向かい合って並ぶ。(大人数の場合は，外側と内側が向

かい合うように， 2つの大円周を作る。そして，内側の人は外を，外側の人は内を向き合う。)自分

の感情を眼や表情に表わしながら，無言のままで対話をして下さい。言葉ぬきで，われわれはどの

ようにコミュニケーシ司 γできるであろうか? (大人数の場合は，外側と内側が逆方向にレコード

かタイコに合わせて 1人1分ずつぐらいの割合で移動して行けば，半数の人たちと眼と限のコミ且

ニケーシ司ソを行なうととができる。)

その後で，相手になった人と現在起こりつつある感情を話し合ってみる。(大人数の時は，元のグ

ループへ集まって，話し合ってみる。)(20分)
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〔第 2 部〕

この第2部は，第 1部への増補分である。これは前述のものと適宜交換して行なってもよいし，

独立に行なってもよい。配列もさまざまであるので，この配列にこだわらずに利用していただきた

u、。

(1) ファンタジィ

自由に空想の世界の中にはばたくことは，自己の創造性を高めるし，また人間的自由さを回復し

て行く道でもある。われわれの世界は，余りにも抑圧，形式，倫理，道徳にとらわれすぎていて，

人間性を失っていはしまいか? それで，ひとつ空想の世界の中に自由にはばたいて欲しい。

①限をつむり， リラヲタスする。遠くの方に連峰が見えると仮定して下さい。晴れた青空のも

と，広々とした高原を通って，その連峰のひとつに上って行くととろです。森を通り抜けると

突然視界が聞けてきて，今先通ってきた高原が下にひろがってきました。何が見えましたか?

今，どのような感じをもっていますか? (ファンタジィの中でしばらく経験させる。)

② 今後は，さらにその山を 1人で上って行きます。そこに，こんもりと生い茂った森林があり

ます。それを抜け出ると，急な坂道になってきました。それを一生懸命よじ上って下さい。上

りきると，そこに大きな石が道をふさいでいるではありませんか。力をふりしぼって，やっと

それをのけると，ぽっかりと大きな洞くつが表われました。勇気を出してその洞くつの中に入

って下さい。すると，大きな石の壁にぶつかりました。それをさらに，押しあけて入りました。

そこに何があったでしょうか? 今，あなたの中に何が起こりつつありますか? (しばらくフ

ァンタジィの中で経験させる。)

@ 今度は，一転して大都会の真中です。人ごみをくぐりぬけて，その都会のシンボルとなって

いるタワーにのぼります。エレベーターで一番先端に達しました。出てみると，そこには自分

1人だけしかいませんでした。何が見えましたか? 今，あなたの中に何が起こりつつありま

すか? (しばらくファンタジィの中で経験させる。)

この一連のファンタジ 4を経験した後で，パートナーと目下の経験について話し合ってみる。
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(2) 相互インタビュー

短時間のうちにお互いに相手をよく理解し合い，人間的にふれ合うことは，われわれの世界を豊

かにするであろう。これはそれを課題としている。

“10分間であなたのパートナーについて，できるだけのことを知りなさい。そのために，本当に

重要なことを尋ねなさい。"

(10分間後に)“役割を交代して，今度は先にインターピ品ーした人がインタピ品ーされる番に

なりなさい。"

(この変形として， 15分間に 2人がお互いにインタピ且ーし合う方法をとってもよい。そして，

この交互のインタピ且ーにおいて何が起こったか，どちらがイユシャティプをとり，どちらがよく

話し，どちらが怒り，または退いたか，改善すべき余地はないか，など話し合わせてもよい。)

次に， “あなたのパートナーをグループに紹介しなさい。"

すべての紹介がー順した後で，その紹介の中にその人についての本当に重要なことが含まれてい

たかどうかを討議する。また，ある個人について本当に重要だと思うことをどれだけあなたが覚え

ているかということに注意してみる。

(3) 第一印象圭語る

グループ・メシパーの 1人1人について，できるだけ正直にその人に対する第一印象を語ってみ

る。それを，全メンバーが終えるまで行なう。

これは， “今ここ"(here and now)における交互作用をもちこむことになろう。また，同一

メンバーへの印象のもち方の差から，却ってその発言者の“偏見ヘ “問題“見方"が明確化

されることも多かろう。これらを自由に行なうことは，自己理解と他者理解を促進し，意味のある

交互作用をもたらすことになろう。

(4) 家族論争

模擬家族を作る。 4人グループであれば，父，母，子ども 2人の核家族。 6人グループであれば

祖父母を加えてもよいし，子どもが4人でもよい。性，年令などは自由に各自が想定して決める。

その上で，各自がそれぞれ家族成員の役割演技をするわけである。(まず，年令，性，自分の役割な

どをグループに公表しておくとよい。)
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最初に，大論争に発展する可能性のある議題をみんなで考えること。例えば，子どもが小さけれ

ばテレピのチャ γネル争いでもよい。週末プラン，子どもの進学，恋愛，結婚，就職問題，学生運

動参加でもよい。家の新築，別居の話でもよい。とに角，論争になりそうな議題を選んで，白熱的

論議を展開すること。

論争は，何らかの結論に遣するまで続ける。時間の余裕があれば，次の議題を選ぴ，論争を続け

る。

(後で)各自の参加の仕方や態度について討論する。誰がいつも支配的伎は従顧わであった

か? 孤立していた人はいないか? 誰かに脅威を感じた人はいないか? 家族内に何かのパター

ンができ上がっていたかどうか? この論争の過程で感じたお互いへの見方や自分の経験について

率直に話し合って欲しい。

(5) 出生順グループ

メンパーの中から，長子，次子，中間子，末っ子などによりグルーピγグしてみる。そして，そ

のグループで出生順からくる自分たちの経験を相互に開発的に話し合ってみる。どのような共通点

を発見し，どのような差異点を感ずるであろうか? そのグループでの話し合いを通して各自の中

に何が起こってくるであろうか?

(6) グループ・ダイナミックス

これら一連の課題シリーズの途中の適当な時点で，あるいは最後に，メンバーたちのグループへ

の参加の仕方やお互いの関係を話し合う機会を提供し，その後のグループの進展に生かすことは大

きな意義をもとう。

“今までの一連の課題を経験してきた過程で，ある人はひっ込み勝ちであれある人は積極的で

あったであろう。また，この種の方法に全く困惑しきっている人もあるかも知れない。積極的な人

は，ひっ込み勝ちな人への配慮から話題をつなごうとしてますます積極的になっているのかも知れ

ないし，ひっ込み勝ちな人はそれに押されてますます消極的になっているのかも知れない。われわ

れは，しばしばそのような対人関係のダイナミ vクスを経験することが多い。

また，グループ全体としても消極的でうち沈んだグループであったり，自由でなごやかで活発な

グループであったりする。

そのような，お互いのグループに対する参加の仕方，その過程で感じてきたお互いへの感情，

グループ全体についての感想，グループ・.ダイナミヲクスなどについて率直に話し合って見て下さ

u、。"
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(7) Get Out 

第 1部第9課題 (Get in)の丁度逆の課題である。

円周を作ってその中に 1人入る。何とかして円周の外へ出ることを試みる。円周の人たちは外へ

出さないようにと努める。(身体に故障のある人は，この課題には参加しない方がよい。)

グループの中で一斉にフィードパ?クを受け，それが自分の中で十分理解 1統合しきれない時は，

丁度この場面におけるように，何とかして外に出ょうとするが脱しきれないような気持を味わうも

のかも知れない。

(一通り終ったあと)この経験について率直に話し合ってみる。

(8) B 1 ind Walk 

2人のバートナーのうち一方が限を閉じる。そして，眼を聞いている人に全く信頼して，そのリー

ドのままに歩いてみる。いろんな障害を乗りこえてもみる。手でさわってもみる。匂ってもみる。

これは視覚のない状態での感覚の開発，自己の視覚に対する依存の深さの感得，パートナーへの

信額関係，自己の問題(不安，固さ etc)の自覚など，多くの問題点を経験できるであろう。

途中で役割を交代してみる。 2人とも経験したあとで，お互いへの感じ方，自己の経験，その場

における感情，パートナーとの相互関係，などについて話し合ってみる。

これは広範囲の場面を必要とするので，この種のグループ経験を終えて宿舎などへひき揚げる時

に経験させるのが一法である。

また，りードする方が言語を伴う誘導を行なう場合と，まったく非言語的誘導のみによる場合の

両者を行ない，その経験の差異を比較検討するのも，ひとつのヴァリエーションである。

(9) めくら俳個によるタッチ

眼を閉じて部屋の中を歩き廻る。誰かに近づいた時，手で相手を探究する。一肩，顔，手，髪

などに触れてみる。そして，タ vチだけでその人とコミュニケートする。何かの伝言をこのタッチ

で伝えることができるかどうか? 相手からのコミュニケーシ田ンを受けとることができるかどう

か? さらに， “さようなら"を言う方法も試みる。このようにして，また次の人ともタッチし，

タvチによるコミュニケーションを続ける。

ある程度これに慣れたところで，今度は限を聞いたまま同じことを試みてみる。

どのような差異が起こっているのを感じているであろうか? 自分の元のグループ(または2人

のパートナーのところ)へ帰って話し合ってみる。
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(10) グループ結合

1グループができるだ砂小さな輸になって，お互いに腕を組み合い，肩を寄せ合ってグループの

輸を作る。そして，自然にゆり動かしてみる。

このようにすれば，グループは非常に身近く感じられ，お互いへの親近感が感じられないであろ

うか? 後で，そこで感じつつある経験を話し合ってみて欲しい。

(アメリカ人のグループでは，個人的な抱擁が時に行なわれる。それは，メンバーの 1人に強い

愛情を感じ，それを身体で表現したい時は出て行って抱き合うのである。また，グループの最終段

階で，お互いへの信額感と愛情の表現として，グループ・メンバー全員が代る代る相抱擁し合うこ

とはよく見られる現象であった。日本では文化的差異から今後もこのような行動には抵抗が残るか

も知れない。しかし，文化交流が盛んになり，風俗の国際化が進んでいるので，近い将来日本でも

このようなことが行なわれだすかも知れない。グループの中におけるこのような行動は，性的表現

というよれ自己の感情の身体的表現として，向性に対しても異性に対しても行なわれる。日本の

文化はこの点において抑圧されすぎているのであろうか? 単なる文化的差異からくる行動様式の

ちがいとして解すべきであろうか? もし，メンパーたちがこのような身体的接触に何らの抵抗も

なく，自然に行争えるようになれば一宮試みられることをすすめる。けれども，これは現在の日本

ではとても自然には行なえそうにないので，参考までに附記するにとどめる。)

〔第 3 部〕

このグループ技法の利用について

私が過去2年聞この方法を各種のグループに適用した経験にもとづいて，利用法を簡単に述べて

おこう。

第1は，私は大教室，小教室にかかわらず，この方法を講義のごく初期段階で用いることにして

いる。それは，教室の家囲気を教師の一方的講義に終わらせることなし学生たち相互の交互作用

やdiscussionを促進する自由な家囲気を形成するための場面構成のひとつとして利用している

のである。厳密な調査は行なっていないが，一世的な感想を挙手によって確かめているところでは，

学生たちの反応は概してこの経験に何らかの意義を見い出しているようである。中には，普通の授

業では遂に話し合うこともなかったであろう他タラスの2人の聞に，その後の親密な人間関係が促

進されて行ったことを報告してくれた者もいる。しかし，少数ではあるがこの種の方法に否定的な

感情を表明する学生が常に存在しているととも事実である。
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授業クラスで行なう場合の問題点は，教室ということの限界から実施可能な課題が限定されるこ

と，との技法に十分の時間をさき待ないことなどである。しかし，このような限界があるにもかか

屯わらず，この技法が大集団の人間関係を短時間のうちにある程度促進する効力をもっていることは

-私自身いつも感じていることである。

第2は，短時間(多くは2-3時間)のうちにエンカウンター・グループなるものを紹介する時

に，このような課題のいぐっかを実際に経験して貰う試みである。それは，エンカウンター・グ

ループで強調される諸点を，各課題毎に解説しながら経験して貰うのである。例えば， 開放性

(openness)，偽りのない純粋さ(genuineness)，傾聴(1istening)，受容(acceptance)，

理解(understanding)，今ととでの感情の表現(hereand now feel ing)，フ 4ードパヲ

之(feedback)などといったことを，課題毎に強調して経験して貰うわけである。エソカウンター・

グループについての概説を知識として提供するよりは，このような実際経験と織りまぜて紹介する

方が，より効果的であると感じている。

第3は，エンカウ Yター・グループそのものの特殊技法としてこの方法を用いることである。そ

の際は，プログラムの中間 (5泊6日で行なう場合は 3日目ぐらい， 2週間のプログラムでも矢張

り3日目ぐらい)にこの方法を経験して貰うようにしている。それは，言語的表現のみによる人間

関係の促進とは異なった次元の人間関係促進を経験する機会を提供できること，言語的表現のみで

は互いに抵抗をもち合ったグループにひとつの突破口を与えることになること，この身体接触プロ

グラムの中に2人パートナーで行なう時聞を多くすることによってその後のグループ内により多〈

個人への理解的姿勢をもち込めるようになること，などである。実際に，私が経験したどのグルー

プにおいても，最後までこの身体接触プログラムでの経験が再三躍り，話題にされ，多面的な理解

と交互作用を促進する非常に効期句な媒体となってきた。

ただし，私はこの技法をエンカウンター・グループの初期段階である第 1日目乃至第2日目には

もってこないようにしている。それは，この技法のように強力なインストラクシ冒 γによって場面

構成を設定されることを経験したメ γパーたちは，その後のあいまいな状況に耐えきれなくなり，

自ら自主的に動くよりファシリテーターに課題を出すよう要求しがちである。また，オーソド vク

スのエンカウンター・グループによるグループ経験と，この課題が設定された場合の自らの中に起

こる経験を比綾し，現実生活へのつながりを考えた場合，オーソド vタスなグループに起こりがち

な初期の進行の遅いもどかしさを経験する方が，われわれの日常生活におけるグループ経験により

近いものと考えられるからである。どのようなグループでも，また人間関係一般についても，容易

に自由な交互作用と信額感を形成するととは大へん困難な課題であり，われわれはそ，れを“プログ

ラム法"へと逃ばてはならないを思うからである。

第4は，この一連の課題の実施法についてー雷しておきたい。私の得た感想では，びとつ課題毎
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にもっと時聞をかけることを望む声が多い。特に，オーソドヲクスなエンカウンター・グループを

行なわないグループにおいては，自己紹介の時間を長くとったり，課題毎に後で経験を語り合う時

間を増すことが望ましいようである。短時間の課題を数多く行なうことは，この方法のもつ“機械

的"な印象を増す結果をもたらすようである。従って，この小冊子の課題を全部消化することを考

えるよりは，時と場合に応じてこの課題の一部を利用するという方向の方がよいと思う。

最後に，この技法が生きてくるのは，あくまでもオーソド vクスなエンカウンター・グループ乃

至自由で人間的な交互作用を重んずる集団形成への補助として使う時である，ということを強調し

ておきたい。
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人間関係研究会について

人間関係研究会は、エンカウンター・グループを中心とした人間関係の改善と促進の方法について

の研究と実践を目的として、 1970年春に発足しました。 ζの研究会は、人間関係の分野に関心を持つ

研究者と実践家が閉鎖性を打ち破り、新しい人間関係をもとに組織と集団や個人生活のあり方に、よ

り真実で創造的・建設的なものを求めることを課題としています。人間関係こそは、私たち人聞が生

き続ける限り、世界・国家・社会を通じての大きな課題であり、障壁・闘争・.破滅につながると同時
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利用し、経験と知識を交換しあうことを希望しています。

この研究会は、年間約40困のワークショップやセミナーを開催し、研究会資料および機関誌 IEN-
COUNTER 出会いの広場Jの発行も行っています。

************************************************ * * 
: 人間関係研究会刊行資料 * 

* 
:ぬ1 畠編稔身体接触を伴う人間関係の促進のー技法(改定輔)、胸 (価 2∞円 干即円…40g) ご
キNQ2 小野修 自分がよみがえったーエンカウンター・グループへの参加経験一、 1971 キ
ホ (価 200円干 120円….40g) * 
*ぬ3 ロジャーズ、 1967(小野修訳)学校組織の主体的変革のための針画、 1971 * 
* 価 2∞円〒 120円….45g) * 
* N，日4 畠甑稔エンカウンター・グループについてー来践者中心療法の行動科学的発展ー * 
* (r教育と医学J18巻1号より転貌価 2∞円 干 120円…・30g) * 
* NQ5 ジエンドリン&ピーピー、 1968(小野修訳)体験グループ * 
* ーグループのためのインストラクシヨン(増補改題)一、 1切2 (価 200円 干 120円….40g) * 
令制北島歪高校生のためのグループ・カウンセリング、附 (価制円干 240円・mg);
事 &7 増田貨、東山紘久、清水信介 ラ・ホイヤ・プログラムへの参加経験、 1977

(価 2∞円干 120円…・40g) * :M畠甑稔企業における人間関係の改善についてーエンカウンターグループの噂入ー さ
(価 2∞円 〒 120円…・鈎g) 込

... &9 渡辺忠職場のチーム・ピJレディング一人間中心の組織づくりのために一、 1985
キ (価 3∞円干馴… ωg):
*目白10 ナタリー・ロジャース(坂川猿子訳)母と私ー鏡の中を覗いてー『生まれ変わる女』より * 
* 価 2∞円干 120円…・35g) * 
* NQll 小野修問題をもっ子どもの親たちのグループー臨床家のためのマニュアル一、 l鈎8 * 
* 価反氾円干 2∞円…105g) * 
* NQ12 小柳晴生エンカウンター・グループ多数回参加者としての自己分析 (価 3∞円 干 160円….75g) * 
* NQ13 増田賓縞 エンカウンター・グループ・フォーラムー私たちの問いなおしと展望一、 1998 * 
: (価制円〒 m円…210g):

* ※干印は 1部当たりの郵送料です。資料代金とー績に郵便振替でご送金下さい。*
? 上記の資料の 〒812ーお81 福岡市東区箱崎ト19-1 * 
L 申込み先 九州大学発遺臨床心理センター野島一彦 L 
* TELω2-642-3154 * 
ホ ご送金は、郵便振替 01伺0-3-36521まで * 
本 *
*****事******本***********ホ***********************
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